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新学期から 2 週間。山々の木々が芽吹き、瑞々しい新緑の季節へと変わってきています。子ども達も新担任に慣れ、 

学校中に元気な声が響いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

主体・協働・挑戦 
の活動を
Facebookにて
発信しています。 

「主体」の心で始まりました。 

 
 

 
 

 
入学式の校長式辞 
  
「大原小学校には、3つのぞう（象）がいます。 
 
「じぶんでするぞう」 
「ともだちといっしょにするぞう」 
「ちゃれんじするぞう」 
 
大原小学校には「～しなさい」という 
サイはいません。」 
 

 
始業式の担任発表 
  
始業式の朝、担任の名前、各教科担当者の
名前を玄関ホールに掲示 
「子ども達自身が」は、担任等の名前を
見て、登校直後から、新担任と関わりまし
た。 
いままでは、始業式の中で、「教師が」担
任を発表していました。主語が違いますね。 



年度初めの希望懇談ありがとうございました。お尋ねのあった内容について、ご説明します。 

 
２ 英北給食センター民間委託について 
 
 
 
 
 

 
 
藤原栄養教諭は今年度も在籍し、変わらず 
健康、地域の地場産食材を考慮した献立作成してお
りますので、ご安心ください。 
調理部門のみが民間委託となりました。 
食材が変わったり、味付けが変わったりすることはあり
ません。アレルギー対応も同様です。 

 
 
 

 
1給食の牛乳パックの回収について 
 
 
 

 
昨年度までは、給食の牛乳 200mlパックを各自が
洗って捨てていました。 
  牛乳パックのリサイクルをするべく、業者さんに尋ね
ました。 
 ところが・・・①美作市では 200ｍｌは回収対象では
なく、ゴミとしての対応になること。 
②岡山市の業者さんが年 1回程度なら回収可能だ
が、年 1回のための保管は困難なこと。 
の理由で、リサイクルを断念しました。 

 
パックを洗浄するための水量と水の汚染への対応
を考え、洗浄せずに、新聞紙折り紙の箱に丁寧にたた
んで毎日可燃ゴミと対応することにしました。 

 
 
 

 

対応：牛乳パックを折りたたんで、新聞紙で作った

折り紙箱に詰めて「可燃ゴミ」に。 

 
３ スクールバスについて 
 
① 全便朝一便になりました。 
→→みんなが、そろって朝の準備を歌や朝
の会を始められるようになりました。 
とても余裕を持って取り組むことができ
るようになりました。 

   
② 下校便での一斉終礼をやめ、各学年の

地区ごとにまとまってスクールバスに
乗車します。 
 
→→教師が確認するのではなく、児童自
ら、下校方法を確認し、友達どうしで乗車
確認をするようになりました。 
主体の心が育ちます。 
 

 
 
 

いまのところ、児童はバス運転手さんに 
○年生乗ります」とはっきり伝え、乗り間違いの
事案は発生しておりません。 

 
上記のことで、もしかしたら乗車の間違い
が生じることがあるかもしれません。 
でも、大切なのは・・・教師から言われて受
け身で乗車するのではなく、「児童自ら考え
て、行動すること」「友達のことも心を寄せ合
える」ことだと考え、このような対応としまし
た。 
ご協力に感謝申し上げます。 

 
  
４ 「通学服」について 
 
○「いわゆる」制服と呼ばれている通学服で、
皮膚が過敏になるなど健康面に心配がある方
などについては、ご家庭と相談して適切な対応
を考えてきましょう。 
 
○「女子がスカート」という規定はありません。
体調等に応じて調節してください。 
 
○行事の白ソックスについては、今後、検討し
ていきます。 

○対応：令和 6年度から株式会社「シダックス」 

に民間委託となりました。 

○給食費は 20円 upで 300円となりました。 

希望懇談でのご質問にお答えします。 

 
6年生大活躍 
 
○入学式以来、初の給食、初の健康診断な
ど、積極的にサポートをしてくれます。 
憧れの 6年生になってくれています。 

 

大原小学校が育成する

３つの心・9つの力 


